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「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
開
催

二
百
日
前
に
あ
た
る
一
月
九
日
に
那
覇

市
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
イ
ベ
ン
ト
広
場
に

お
い
て
、大
会
開
催
を
P
R
し
、大
会
の

成
功
に
向
け
た
気
運
の
高
揚
を
図
る
目

的
で
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
の
点

灯
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

点
灯
式
当
日
は
、
実
行
委
員
会
関
係

者
や
総
合
開
会
式
で
合
唱
や
ダ
ン
ス
を

披
露
す
る
高
校
生
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

点
灯
式
で
大
会
実
行
委
員
会
会
長
の

仲
井
眞
知
事
の
代
理
で
出
席
し
た
大
会

実
行
委
員
会
副
会
長
の
仲
里
副
知
事
は

「
地
元
選
手
の
応
援
だ
け
で
な
く
、
全
国

か
ら
訪
れ
る
参
加
者
や
関
係
者
を
温
か

く
も
て
な
し
、交
流
を
深
め
、沖
縄
の
自

然
・
歴
史
・
文
化
を
全
国
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
一
人
一
役
活
動
生
徒
実
行
委

員
会
の
平
良
唯
（
名
護
高
二
年
）
委
員
長

は
「
あ
と
二
百
日
も
あ
る
と
思
う
の
で
は

な
く
、
あ
と
二
百
日
し
か
な
い
ん
だ
と
思

う
気
持
ち
で
、
沖
縄
総
体
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
選
手
と
し
て
本
大
会
へ
の
出
場

を
め
ざ
す
山
本
浩
太
さ
ん
（
中
部
農
林
高

二
年
）
は
、「
一
日
一
日
を
大
事
に
し
て
、

最
高
の
舞
台
で
最
高
の
結
果
を
残
せ
る

よ
う
に
努
力
す
る
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま

し
た
。　

　

式
典
会
場
周
辺
で
は
、
高
校
生
一
人
一

役
活
動
生
徒
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、

通
行
人
に
チ
ラ
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、大
会
開
催

を
P
R
し
ま
し
た
。

　

一
月
十
四
日（
木
）に
那
覇
市
民
体
育

館
で「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」大

会
へ
の
出
場
を
め
ざ
す
選
手
や
、
高
校

生
一
人
一
役
活
動
を
進
め
て
い
る
県
内

各
地
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し
、
大
会

開
催
の
ア
ピ
ー
ル
や
大
会
の
成
功
に
向

け
て
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
目
的

で
、
第
二
回
「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」
バ
ン
ミ
カ
セ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
校
生
一
人
一
役
活
動
生

徒
実
行
委
員
会
が
進
行
を
担
当
し
、

マ
ー
チ
ン
グ
、
郷
土
芸
能
・
空
手
道
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
競
技
紹
介
な
ど
内

容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
二
千
人
を
超
え

る
来
場
者
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
来
県
し
た

奈
良
県
立
高
円
高
等
学
校
の
堺
沙
友
里

さ
ん（
三
年
）ほ
か
三
人
か
ら
南
部
農
林

高
校
の
照
喜
名
有
介
さ
ん
ら
へ

「
２
０
０
９
近
畿
ま
ほ
ろ
ば
総
体
」
で
会

場
を
彩
っ
た「
友
情
の
花
」の
種
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
友
情
の
花
」
と
は
、
一
九
七
七
年
の

岡
山
大
会
で
花
を
通
じ
て
心
の
交
流
が

図
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
地
元
高
校
生

が
、
各
会
場
を
サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
で
飾
り
、
大
会
終
了
後
に
種

を
採
取
し
て
次
年
度
開
催
県
に
贈
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
岡
山
大

会
以
来
、三
十
三
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
一
人
一
役
活
動
生
徒
実
行
委

員
副
委
員
長
の
上
門
幹
弥（
具
志
川
高
校

二
年
）
さ
ん
は
「
大
会
成
功
に
は
高
校
生

全
員
の
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
す
ば
ら

し
い
大
会
に
し
よ
う
」と
来
場
し
た

高
校
生
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
式
典
放
送
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
務
め
る
高
校
生
は
、平

成
二
十
一
年
六
月
の
選
考
会
で
百

六
十
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
平
良
悠
里
さ
ん

（
八
重
山
高
）、
玉
那
覇
晟
仁
さ
ん

（
沖
縄
尚
学
高
）、
知
花
優
さ
ん（
読

谷
高
）、
津
波
古
萌
さ
ん
（
那
覇
西

高
）、名
嘉
眞
彩
さ
ん（
普
天
間
高
）、

仲
村
美
涼
さ
ん
（
首
里
高
）、
普
久
原
実

咲
さ
ん
（
那
覇
国
際
高
）、
渡
邊
眞
梨
奈

さ
ん（
開
邦
高
）の
八
人
で
す
。

　

選
ば
れ
た
八
人
に
は
仲
里
副
知
事
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
八
人
の
式
典
放
送
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
は
、
七
月
の
総
合
開
会
式
で
全
国

か
ら
参
加
す
る
皆
さ
ん
を
元
気
で
わ
か

り
や
す
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
日
々
の
発
声
練
習
や
ア
ナ
ウ
ン

ス
研
修
会
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
開
催

ま
で
二
百
日
を
き
り
、
県
内
各
地
で
は

大
会
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ
れ
る
な
ど

大
会
開
催
に
向
け
て
県
全
体
が
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
お
り
、
県
実
行
委
員
会

と
し
て
も
大
会
成
功
を
め
ざ
し
て
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
す
。

み
ん
な
の　

 

で
成
功
さ
せ
よ
う
！

開
催
に
向
け
て

　

七
月
二
十
八
日
（
水
）
に
平
成
二
十
二
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。全
国
一
巡
の
最
後
と
な
る
本

大
会
に
は
県
外
か
ら
選
手
・
監
督
等
、
約
三
万
六
千
人
が
集
い
、
県
内
各
地
で

二
十
八
競
技
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」

開
催
二
百
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
点
灯
式

大
会
本
番
へ
残
り

二
百
日
切
る

力

気
持
ち
を
一
つ
に

第
二
回「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」バ
ン
ミ
カ
セ
大
会

総
合
開
会
式
式
典
放
送

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
委
嘱
式

電光掲示板にスイッチを入れる仲里県実行委員会副会長ら

決意宣言する山本浩太君

昨年の近畿まほろば総体で入場行進する県選手団

郷土芸能アトラクション

「友情の花」の種を伝達する奈良県高校生

仲里県実行委員会副会長らと８人の式典放送アナウンサー

大会開催用のPRチラシ


